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北九州市立大学 地域創生学群

・2009年設置、入学定員120名、学士(地域創生学)

・地域での実習が学生のマインド、時間のシェア大

・日常的に地域課題に関わり、正式なプレイヤーに

・初年次教育としての「FMラジオ番組制作実習」

・汎用的能力育成と専門知識理論獲得の両立

・起業、長期インターンプログラム

・社会人としてのマナーの徹底

・設置以来6年連続就職率100％

・エンロールメントマネジメントを重視



北九州市立大学 地域共生教育センター(421Lab.)

・2010年GP採択で設置→2012年から常設

・19プロジェクト、400名が地域の課題解決に向けて活動

・年間を通じて多数のボランティア養成にのべ800名が参加

・登録学生2,000名、運営学生40名

・学生の居場所機能とロイヤリティ醸成

・実践的教育の大学内への波及

・地域活性化、自立化の相談窓口機能

・大学ブランディングへの旗印

http://www.kitakyu-u.ac.jp/421/index.html


SDGs社内リーダー育成研修

・目的はSDGsの理解と経営への反映

・北九州市にSDGsに取組む企業を集積させたい

・5月~3月まで、月1回土曜日、計8回実施

・前半は、SDGsや自己ミッションを理解し、

組織内に浸透させていく技術を体得する。

・後半は、大学生と社会人が協働し組織内で実

行可能なSDGsに資する活動を企画し、実際に

実行。そしてその成果を共有する。



キャンパスSDGs

・目的1 教職員へのSDGsの理解促進

・目的2 大学ブランディング

・目的3 学生との協働による職員研修

・SDGsを学んだ後、チームを組んで学内に存在する

SDGsに資する取組みを取材

・原稿を執筆し、大学WEBサイトにアップ

・40名が参加、年度内に30~40の取組みを紹介予定



COC+SDGs人材育成WG

人口 963千人
面積 492㎞²

人口 271千人
面積 716㎞²

事業協働地域

◇地域志向科目への講師派遣

◇地元就職関連事業との連携

◇地元就職に関する調査・研究

自治体との連携

北九州市および下関市

人口 1,234千人
…対前年 △7,408人

高齢化率 29.1%
…北九州市 28.2%
下関市 32.1%

～「産業人材育成フォーラム」の拡充等による地域雇用の創出～

「北九州・下関まなびとぴあ」を核とした地方創生モデルの構築

目標 若者の定住促進、流出抑制、事業化支援、地域活力の創造

企業
北九州商工会議所
北九州活性化協議会
下関商工会議所

高校

◇地域を志向する科目群の開設
◇地域戦略研究所の新設

◇「まなびとＪＯＢステーション」プロジェクト

◇地域企業連携プロジェクト

◇まなびプロジェクト

◇ことおこし人材育成プロジェクト

◇高齢者ＱＯＬビジネス創出プロジェクト
（ＣＣＲＣ構築モデル事業）

◇地元大学進学促進プロジェクト

◇パブリシティ

参加大学・高専

●域内就職率 （域内就職者数）：24.2% (929人) →34.2% (1,300人) ●インターンシップ参加者数：577人→800人
●雇用創出数：37人 ●寄付講座数：14講座→70講座

申
請
大
学

北九州・下関まなびとぴあ

・2015年～2019年の5年間にわたる文部科学省の補助事業
・事業継承としてSDGsをテーマにできないかどうかを検討


